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	炎症性サイトカイン、細菌またはウイルス産物、DNA損傷、その他の細胞ストレスなど、様々な刺激によって活性化されるNF-κBシグナル伝達経路において重要な役割を果たします。IKKの活性化は、IKKβの活性化ループにおけるSer177とSer181（IKKαではSer176とSer180）のリン酸化に依存しており、これにより構造変化が引き起こされ、結果としてキナーゼが活性化されます。
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	3T3 溶解物中の Phospho-IKK alpha/beta (Ser176/Ser177) の、Phospho-IKK alpha/beta (Ser176/Ser177) 抗体を使用したウエスタン ブロット分析。

